30シュウネン　キネン　ロンブン　カンソウブン　30ネン　ノ　ヘンレキ by 伊東, 一信
Osaka University
Title<30周年記念論文・感想文> 30年の遍歴
Author(s)伊東, 一信
Citationデザイン理論. 27 P.1-P.7
Issue Date1988-11-00
Text Versionpublisher
URL http://hdl.handle.net/11094/52641
DOI
Rights
30年の遍歴
伊 東 一 信
意匠学会が今年30周年 を迎え るこ とは,ま ことに喜ば しいこ とである。創立
'当初か ら学会 に所属 してきた者 の一人 と して,こ の30年間に於ける自 らのデザ
イン制作 の面 につ いての遍歴の跡 をたどってみたい。
私 は今 まで に,色 々な分野のデザ インを作成 して きたが,終 始興味 を持 ち続
けて きたのは壁面 のデザ インである。 したが って この小 文に於 ては,こ の分野
のデザイ ン制作 について,ふ りかえってみたい と思 う。
画 面 分 割 か らの 出 発
最初 に壁面構成の作 品 を作 り始め たの は,1956年頃で ある。べ 一シ ックデザ
インの方法の一つ と して,厂分割 に よる構 成」があ るが,壁 面の デザ イ ンを作
成 す るに当 って,先 づ この方法 に よって壁面 を構 成 してみ ようと思 った。(図
1)
壁面 を直線 もしくは曲線 で分割 して,色 々な色彩 で塗 り分 けるだけでは面白
味が ないので,部 分的に厚 みに変化 をつけて レリーフ状 とした。材質 は当時建
築 用材 と して製造 されていた,ホ モ ゲ ンホ ルッ とい う板 材 を使 い,塗 料 はカ
シューを用いた。
この作品 は横1m,縦50cm程度の大 きさの もので,こ れは直接壁面 に取付 け
るための ものではな く,実 際にはこれを10倍に拡大 して,施 工す るための雛型
のつ も りで制作 した。
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図1壁 面デザインU
この他に も画面 を分割 して,布 切 れ を貼 りつ けるコラージ ュの手法 による も
の等,約2年 の問に20点程の作 品 を制作 したであろ うか。
私 は壁面 のデザ インは単な る壁面装飾で はない と思 っている。訴 える力 と魅
力 によって建築 に生彩 を与え,一 つの雰闘気 をか も し出す ものでなければな ら
ないだろ う。 したが って壁面のデザイ ンを担当す る ものは,母 体 となる建築 の
デザ インを良 く理解 し,融 合 をはかる必要があ ると思 う。
オ ー トマ テ ィ ズ ム へ の傾 倒
私 は1961年頃になって,突 如 と してオー トマ テ ィズムに惹かれ,マ ーブ リン
グの仕事 を始めた。仕事 の内容 として は,そ れ までの もの とは180度の転換 で
あ る。
マ ーブリングの技法 は,日 本では昔 か ら墨流 しと して知 られていた ものであ
る。墨流 しは墨汁を水面 に流すのであ るが,私 はこれを油性の カシュー塗料で
試み た。 カシ1は 色彩が豊富 なので,色 彩感覚豊か な画面 を得 ることがで き
た。(図2)
私 はこの仕事 も,壁 面デザ インの一環 として制作 した ものであ り,こ の作 品
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自体 は水槽の都合 で,横50cm,縦35cm程度の大 きさの もの を作 るのが精一杯で
あったが,こ れを壁面デザ インとして使 用す る場合 には,写 真 によって引伸 し,
樹脂加工 に よって耐久性 を与えるこ とに より,施 工す るこ とがで きる と考 えた。
この種の作L]nnは,1961年か ら1966年まで の間に,展 覧会に出品 した ものだけで
も50点を越えている。
曲 線 的 な形 態 へ の 魅 力
1967年にな って,私 は曲線的な抽 象形態 に強い魅力 を感 じは じめた。夏 の間
に制作 を進め,10月に最初の個展 を開いて,曲 線的形態のみ9点 を展示 した。
(図3)
当時,私 は曲線 的形態の もつ やわ らか さに限 りない魅力 を感 じていた。 曲線
的な形態 を生 み出す喜 びは,何 物 に もか えが たい ものがあ った。そ して曲線的
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な形態の場 合には,自 らの訴 えようとす る気持 を,端 的 に表現 で きる ような気
がす る。
図3の 作品 も材料 はホモゲ ンホ ルツ板 を使用 し,カ シュー塗料に よ り着色 し
た ものであ る。大 きさは横180cm,縦60cmであるが,こ れ も10倍位の 大 きさの
タイル張 りの壁面 を想定 して いる。 この後2年 間は曲線的形態の と りことな り,
1968年には第2回 個展,翌 年 には第3回 個展 を開 して,合 計25点の作品 を展示
した。
直 線 的 な形 態 へ の 転 換
1970年,私は又,転 機 を迎 えた。それ まで曲線 的形態 に強 く惹かれて いた私
は,こ の年 にな って,直 線的 な形態 に魅力 を感 じは じめたので ある。そ してそ
の年,直 線的な形態 のみ による13点の作品 をもって第4回 個展 を開催 し,翌 年
には第5回 個展に15点の作 品を展示 した。(図4)
曲線的 な形態の もつ有機 的な感触 に対 し,直 線 的な形態 には,無 機的 な冷徹
さがあるように思われる。 そ して又,直 載 とい う言葉 がふ さわ しい感覚があ る
ように も思 われ るのである。
直線的 な形態の作 品を制作す るようにな ってか らは,材 料 もアク リル板 を使
うようにな り,構 造 的には半立体 の造形 とな った。ア クリルの持つ透 明感 は,
直線 的形態 にふ さわ しく,又,近 代感覚 をもつ ものである と思 う。直線 的な形
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態 に対す る魅 力は,そ の後 もお とろ える ことな く,以 後5年 程の間に20数点の
作品 を制作 した。
曲 線 的 形 態 へ の 回 帰
1975年頃になって,私 は再び曲線 的な形態 に惹か れは じめて,数 々の作 品を
制作 した。1979年になって,京 都教育 大学 に講堂が建設 され ることにな り,そ
の正面入 口奥 の横 巾25m,高 さ2.9mの壁面 のデザ インを依頼 された。 このデ
ザ インは1980年,意匠学会第22回大会のパ ネル発表 に展示 した 「京都教育大学
講堂壁面 レリーフデザ イン」である。(図5)
私 はこれ まで に,こ の ような大 きな壁面 のデザ インを作成 した ことはな く,
又,壁 面 が非常 に横長であ るため,構 図の点で非常 に苦心 した。このデザ イ ン
は壁面の左下方 よ り発生 し,中 央部 分を水平 に通 り抜 けて,右 上方へ吹 き上 げ
る 「上昇気流」 を表現 した ものであ る。上昇気流 とはす なわ ち京都教育大学の
上昇発展 を祈 念す る ものであ り,こ の大学 に学 ぶ若 人達の限 りな き躍進 を願 う
とい う意 味 をこめた ものであ る。
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ヒ図5京 都教育大学講堂壁面デザイン
このデザ インは実際 に施工 されて,翌1980年に完成 した。施工に当 って,こ
の位の大 きな壁面 になると,レ リーフの厚 みのコ ンク リー トの重量 が相当な も
の とな り,初 期 の計画で は厚 さ12cmの凸出面 を設 ける予定であ ったが,こ れ を
10cm以下にお さえなければならない結果 となった。 これはこの ような大壁面の
デザ インを担当する際 の良い経験 にな った。
そ して,こ の ように大 きな壁面のデザ インを担 当するこ とがで きたことは,
これまで長 ら く続けて きた壁面 デザ インに対する研究 の集 大成 であ り,私 自身
に とっては記念的な作品である。
直 線 ・曲 線 併 用 形 態 へ の 発 展
1982年頃 か ら,直 線 と申線 を併用 した形態 に興味 をもちは じめ,種 々の作 品
を制作 した。 この種の作品の代表 的な もの として は,1987年,意匠学会第29回
大会 のパ ネル発表 に展 示 した 「壁面 レ リー フデザ イ ン 〈上昇〉」が あ る。(図
6)
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このデザ インは公共建築の一壁面(4.5m×4.5m・2面)を 想定 し,そ の壁
面 レリー フデザイ ンを試作 した ものである。テ ーマは 「上昇」で,上 昇発展 を
意味 している。この作品 は縮尺%の 模型で あるが,実 際の施工 に当 っては,全
面 にボー ダー タイルを貼 る予定である。
30年間 の 回顧
1956年頃か ら始め た私の壁面デザ イ ンについての研究 は,30年を少 し越えた
ことになるが,今 も尚,そ の仕事 を続 けている。
私 はモ ダニズムの中で育 った。私が30年の間に制作 してきたデザ インは終始
モ ダニズムの作品であ る。
近年,ポ ス トモ ダニ ズムの風潮があ るが 私はこれに転向 しようという気持
はない。モダニ ズムをもっと徹底的 に追求 してみたいか らである。
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